
 

 

 

 

【のあっく自然学校の森のようちえん とは】 

のあっく自然学校は、「0 歳からの野外教育」を推進し、その場・その瞬間に感じられる自然の中で、五感すべて

で感じ、学ぶ「ほんまもん体験」を行っています。 

1 年間を通して、同じ場所、同じメンバーで毎月活動することに重きを置いています！ぜひ 1 コース全ての日

程に参加してその効果を感じながら子ども達の成長を間近で見ていただければと思います。 

また、キャンプのプロと幼児教育のプロでプログラムを作っています。 

 

 

 

 

台風などやむを得なく中止をする場合、延期日を設けて開催いたします。 

 

【開催場所・時間】 

大高緑地（名古屋市緑区） 

園内 大高緑地第 8 駐車場 10:00 集合 

    (トイレ辺りにいます) 15:00 解散 

 
 
 

【持ち物】 

お弁当・水筒（飲み物）は必ずお持ちください。 

お弁当は、おにぎりだけでも問題ありません。なるべく手作りでお願いしています。 

水筒（飲み物）は、基本的にはお茶やお水の甘味のついていないものをおススメしています。 

園内には自動販売機等ありませんので、多めに持ってきてください。 

その他、オムツ・着替え（帰りには、車に乗れないほど泥んこになる子もいます） 

日焼け止め・虫よけグッズ・ベビーカーなど、お子様に合わせて必要なものをお持ちください。 

季節に応じ、ブログで持ち物をおススメすることもあります。参考にしてください。 

 

【服装】 

汚れてもいい・動きやすい・温度調整のしやすい服装 でご参加ください。 

おしりで土の滑り台を滑ったり落ち葉をかけあって遊んだり、気づけば「ひっつきむし」だらけになっている 

こともあります。また、木や斜面を登っていきますので、サンダルは不可です。 

いつも履いている、履きなれた靴で来てください。 

 

 

【事前連絡について】 

プログラムの前日 15：00 までに各回の詳細を連絡ブログでお伝えしています 

回によっては、特別な持ち物が必要になったり開催場所が変更になる場合もございます。 

また、雨天時の開催の是非はブログのみでのご連絡となります。前日より、雨天の予報が出ている 

場合は「延期」となります。延期日についても、ブログでのご連絡となります。必ずご確認ください。 

URL：http://blog.livedoor.jp/noac_mori/ 

 

 

  第1回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回 第 8 回 第 9 回 

日程 5/21 6/11 7/9 9/10 10/28 11/19 12/10 1/21 2/18 

参加要項   

【アクセス】 

お車で：名古屋高速3号大高線〜笠寺出口から約15分 

公共交通機関で：名鉄名古屋本線「左京山駅」 

           ・・・下車後 徒歩約 30 分 

        JR 東海道本線「大高駅」 

           ・・・下車後 徒歩約 35 分       

http://blog.livedoor.jp/noac_mori/


 

【お休みについて】 

体調不良や家族・園での用事等で欠席される場合「年間プログラム キャンセルフォーム」でご連絡ください。 

URL: https://noac.jp/contact/nenkancancel_nagoya.html 

 

 

集合時間を過ぎた場合、返金、また日程の変更もできませんので、ご注意ください。 

遅刻の場合はお電話でご連絡ください。（出発の 1 時間前から繋がります。） 

出発時刻までに連絡なく遅刻された場合は、こちらから連絡はせず出発いたします。 

その際は無断欠席扱いになり、返金対象外となりますのでご注意ください。 

 

◎年間申込の場合…500 円のキャンセル料金が発生し、1,500 円ご返金いたします。 

◎単発申込の場合…1000 円のキャンセル料金が発生し、1,200 円ご返金いたします。 

※返金事務手数料として 500 円頂戴いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

【森のようちえん とは】 

はじまりは、デンマークで「子ども達には幼い頃から自然と触れ合い、自然の中でのびのびと遊ばせたい」という願いをもつ

お母さんが、自分の子どもや近所の子どもたちを連れて毎日森にでかけ、森の中で育児・保育をしたことだ、と言われていま

す。その後、欧米を中心に広がり、日本でも広がり続けています。 

幼少期から自然体験をすることで感性を豊かにし、体幹をしっかり育てることを目的としているので、 

森のようちえんは園舎を持たない、持っていても簡易的なものが多いです。遊具は木や水たまりや斜面、遊具は落ち葉や木の

枝。四季折々の自然にあるものを使い、遊ぶ力・考える力・想像力を育てます。 

【効果】 

「森のようちえんに行っていた A ちゃんと行っていなかった A ちゃん」というように、同じ子どもで比較することができませ

んが、大学などの教育機関やその他機関では、自然体験をした子どもたちや保護者に関する様々な研究発表があります。が、

そんなことは頭に入れず、目の前の子どもたちをしっかり見守り、今日の成長や 1 年後の成長につながる気付きを一緒に体験

してください。子どもたちは自然の中で、それぞれにさまざまなことを感じ考え、成長します。子どもたちと、楽しいことや

できたことを一緒に喜び、悔しかった気持ちに共感し、次はどうしたらいいのかを一緒に考えてください。そして 1 番

は・・・ 
 

♪大人も子どもも思い切り楽しみましょう♪ 
  

全員のルール 

①先頭のカウンセラーを追いぬかさない 

②危ないか危なくないかをよく考えて遊ぶ 

③キノコと毛虫は枝でさわる 

大人のルール 

①子どものやっていることを手伝わず見守る 

②うちの子よその子関係なく 

 良い時、悪い時はしっかりと伝える 

≪連絡先≫ 

のあっく自然学校（名古屋校） TEL：080-5350-6507 

9：00～18：00   

https://noac.jp/contact/nenkancancel_nagoya.html

